
胡
東
小
五
年
）

銀
賞
＝
野
田
梨
華

（
元
総
社
南
小
一
年
）

銅
賞
＝
武

井
愛
（
桃
井
小
五
年
）

佳
作
＝
十

一
人
　
入
選
＝
三
十
三
人

□
中
学
生
の
部

美
棹
賞
（
金
賞
）
＝
阿
部
智
里
（
荒

砥
中
二
年
）

銀
賞
＝
富
沢
圭
（
二

葉
養
護
学
校
二
年
）

銅
賞
＝
蒲
原

知
穂
（
福
岡
教
育
大
附
属
久
留
米
中

二
年
）

佳
作
＝
八
人
　
入
選
＝
二

十
四
人

□
高
校
生
の
部

美
棹
賞（
金
賞
）＝
仁
平
井
麻
衣（
東

京
文
化
高
二
年
）

銀
賞
＝
渡
辺
洋

平
（
前
橋
育
英
高
二
年
）

銅
賞
＝

岩
崎
竜
也
（
県
立
前
橋
高
二
年
）

佳
作
＝
二
人
　
入
選
＝
三
人

選
考
委
員
会
終
了
後
、
入
賞
作
品

決
定
記
者
発
表
が
行
わ
れ
、
入
賞
作

品
の
発
表
後
、
秋
谷
選
考
委
員
長
か

ら
次
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

◆

小
学
生
の
詩
は
、
自
分
の
思
っ
た

こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
体
験
し
た
こ

と
を
あ
り
の
ま
ま
に
、
率
直
に
言
葉

で
表
し
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
な
ど
も
題
材
に
、
わ
た
し
た

ち
が
、
今
生
き
て
い
る
こ
と
に
対
す

る
考
察
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
で
は
少
し
大
人
の
世
界
に

近
づ
い
て
い
き
ま
す
。
今
、
混
と
ん

と
し
た
状
況
で
、
生
き
る
悩
み
が
取

り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
詩
の
層
の
厚

さ
と
な
り
、深
み
が
増
し
て
き
ま
す
。

高
校
生
に
な
る
と
さ
ら
に
複
雑
に

な
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
大
学
へ
行
き
、

社
会
人
と
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も

の
に
向
き
合
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

詩
の
中
か
ら
は
、
社
会
や
人
間
に
対

す
る
気
持
ち
と
同
時
に
、
自
分
の
内

面
に
対
す
る
思
い
や
そ
れ
を
さ
ら
に

探
っ
て
い
く
詩
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

一
つ
一
つ
の
作
品
に
は
、
生
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
の
実
感
、
今
を
生

き
て
い
る
こ
と
が
確
実
に
反
映
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
分
が
体
験
し
た
世
界

の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
体
験

し
た
い
こ
と
、
社
会
の
出
来
事
も
き

ち
ん
と
取
り
上
げ
て
あ
り
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
選
考
委
員
自
身
も
一
緒

に
勉
強
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
世

界
を
歩
い
て
い
く
よ
う
な
気
持
ち
で

作
品
を
選
び
ま
し
た
。

「
詩
の
ま
ち
前
橋
若
い
芽
の
ポ
エ

ム
」
は
全
国
の
小
中
学
生
、
高
校
生

を
対
象
に
し
た
詩
の
コ
ン
ク
ー
ル
。

九
回
目
を
迎
え
る
本
年
度
は
一
万
五

千
六
百
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

応
募
数
は
年
々
増
え
、
作
品
の
レ
ベ

ル
も
ま
す
ま
す
向
上
し
て
い
ま
す
。

入
賞
作
品
を
選
考
す
る
に
当
た
り
、

ま
ず
、
推
薦
委
員
に
よ
る
予
備
選
考

で
推
薦
作
品
を
決
定
。
そ
の
後
、
選

考
委
員
に
よ
る
本
選
考
が
行
わ
れ
、

入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
合
計
で
九
十
編
で
し

た
。
三
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

―
―
敬
称
略
―
―

□
小
学
生
の
部

美
棹
賞（
金
賞
）＝
佐
藤
美
由
紀（
大

「
第
九
回
詩う
た

の
ま
ち
前
橋
若
い
芽
の
ポ
エ
ム
」
の
選
考
委
員
会
が
九
月
一

日
に
前
橋
テ
ル
サ
で
行
わ
れ
、
一
万
五
千
編
以
上
の
中
か
ら
入
賞
作
品
が
決

ま
り
ま
し
た
。
銅
賞
ま
で
の
入
賞
者
名
や
選
考
委
員
長
の
講
評
、
三
部
門
で

最
優
秀
賞
の
美
棹
み
さ
お

賞
に
選
ば
れ
た
作
品
・
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。
賞
の
贈

呈
式
と
朗
読
会
は
十
一
月
十
二
日
�
に
前
橋
文
学
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
課
�
８
９
０
―
５
８
２
５
へ
。
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記者発表の席で講評を述べる秋谷選考委員長
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90
人
が
入
賞
に

決
ま
り
ま
し
た

選
考
委
員
長
の

講
評
あ
ら
ま
し


